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凡例：カッショクヒメトビムシ，〃6．：ボクシヒメトビムシ，Hi．：イタヤムラサキトビムシ，盛4.p、：ケントビムシ，
G・灰：カバイロユキノミ，P､6．：ババユキノミ，P.p，：サヤツメトビムシ，ノ.y､：クロユキノミ，zc.：デカト'ゲトビムシ
表5．雪上状態別トビムシ種と個体数
ツチトビムシ科．ムラサキトビムシ科 ﾄｹﾄビﾑj科
/ヘ三一＋
にゴロ皇雪の状態 H乱H6．〃．』・Ap．G、7．P、6．P．〃．fy、Zc．
1）自然状態の雪上
2）混ざった状態
3）除雪の雪上
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合計 907413122910922552112
".d：カッショクヒメトビムシ，〃6．：ボクシヒメトビムシ，Hj.：イタヤムラサキトビムシ，Ap．：ケントビムシ，
GK：力バイロユキノミ，P，6．：ババユキノミ，P.β、：サヤッメ｜、ビムシ，ノ.y、：クロユキノミ，Zc．：デカトゲ､トビムシ
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各地帯のトビムシ個体数は，平地帯が493個体
(全体の544％)，山地帯が185個体（同204％)，山
岳帯が229個体（同25.2％）であった。平地帯から
半分以上のトビムシが採集された，
種ごとでは，クロユキノミは平地帯から山岳帯ま
で広く分布し，特に山岳帯が多くその地の930％を
占めた。この種は平地帯から山岳帯まで幅広く分布
する種であり，山岳帯は独占する傾向にある。それ
に対してケントビムシは平地帯と山地帯が多く，特
に山地帯が多く86個体（その地で4“％）で，クロ
ユキノミより多かった。ババユキノミも少し個体数
が少ないが同じ傾向であった。サヤツメトビムシと
ボクシヒメトビムシは平地帯に多く，1月と2月に集
中していた。
4．雪上の状態
今回の調査地点は，雪の状態が一部違うので，そ
の違いから以下の3グループ分けた。（）は採集回
数を示す（表5)。
l）林道の雪上は降り積もったままの自然状態（採
集回数は6回）
2）雪渓上と残雪に落枝落葉が混ざった状態（同7
回）
3）積雪の上に除雪の雪が載った状態（同20回）
その結果は，l）自然状態は65個体（7.2％)，2）
混ざった状態は229個体（252％)，3）除雪状態が
613個体（67.6％）であった。これは調査（採集）回
数と個体数がだいたい一致した。
種ごとでは，クロユキノミが雪の状態に関係なく
広く分布していた。特に，雪渓上と残雪に落枝落葉
が混ざった状態で多くその地で98.0％を占めた。こ
れは山岳帯でも同じ傾向であった。ケントビムシは
除雪状態の雪上が多かった。ババユキノミとボクシ
ヒメトビムシは，除雪状態の雪上だけであった。カ
バイロユキノミは自然状態の雪上だけであった。
5．採集された主な種の特徴
今回の採集で個体数の多いツチトビムシ科の3種
について図と特徴を記載する。
クロユキノミD“o"αy"ん加o”（Yosii，1939)は，
今回の調査で17ヶ所採集地点延べ26回採集された。
4箇所（2箇所は2回）ではこの種が単独であった。
採集個体数は521個体である。一般に体長は1.8～2.7
mmで，この個体は23mmである。体色は紺壷色から
青紫色である。全身を長短の単毛で覆い，複毛はな
い（図2-1)。触角は頭部の14倍で，各節の比は第1：
5雪
II：ⅡI：1V節＝7：10：10：15である。眼は8+8の/排
眼よりなり，内gh小眼は小さい。PAO（触角後器＞
は単純な楕円形で，長径は小眼の15倍である（図2
2)。胸部は頭部のL5倍で，各節の比は前：中：後
胸節＝4：20：20である。後肢の主爪には外被のよ
うなl対の側歯を持ち，内縁に1個の内歯を持つ。
副爪は主爪の3分の2の長さ，内縁''1畠広く，1個の内
歯を持つ（図2-3)。腔附節末部の粘毛は長いが，先
端部は針状である。腹部は胸部の2倍で，各節に比
は第1：II：111：1V：V：V1節＝16：19：19：18：8：
10である。跳躍器は触角のL1倍で，各節の比はMo
(柄節）：D(茎節）：Mu(端節)＝15：31：lである。
端節は4歯で，先端歯は大きく絢状，3番目は背面に
あり小さく，4番目は側面にある（図2-4)。茎節末
部腹面の毛は短毛で端節を越えない。この種の主爪
には外被を持つことから，サヤツメトビムシ属
(Pre'o"ycﾙe"α）に近い種である。
ケントビムシAg"e"/α”“α町eUberg，1986は，今
回の調査で19ヶ所採集地点延23回採集された。単独
は氷ノ山の1箇所であった。採集個体数は229個体
であった。一般に体長は3～45mmで，この個体は
43mmであった。体色は灰色から薄いグリーンと変
化が著しい。体表は同じ長さの短毛で覆われる（図
2-5)。触角は頭部の26倍で，各節の比は第1：II：
111：1V節＝10：15：17：17である。眼は8+8の小眼
よりなり，うちghの小眼は小さい。PAOは単純な
楕円形で，小眼より少し小さい（図2-6)。胸部は頭
部のL5倍で，各節の比は前：中：後胸節＝6：15：
14である。後肢の主爪の背面基部には外被のような
皮膜を持ち，内縁には1個の内歯と，側歯を持つ。
副爪は主爪の3分の2の長さ，内縁幅広く三角状に
丸みを持ち，内歯はない（図2-7)。腔鮒節末部の粘
毛は短く，先端部が針状である。腹部は胸部の19
倍で，各節の比は第1：II：111：1V：V：V1節＝9：
13：20：15：6：5である。跳躍器は触角の12倍で，
各節の比はMo：D：Mu＝20：48：lである。跳躍器
はよく発達し，柄節腹面に多数の毛があり，茎節背
面に多数のイボ状突起が並ぶ。茎節末部の内側側面
に端節をはるかに超える長い針状のトゲを持つ（図
2-8)。その針状のトゲと端節の比は4：1である。端
節は3歯で，亜端歯は大きくここより2稜に分かれ
基部に向かう，l稜に小さい歯を1個持つ。
ババユキノミPr”o砂c〃e"a6a6“Yosii，1939は，
今回の調査で8ヶ所採集地点，2～5種類のトビムシ
と共に採集された。体長は4～46mmと大型の種で
ある。この個体は46mmであった。体色は赤紫色か
多雪地域（本州日本海側）の雪上トビムら
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図2雪上から採取された主なトビムシ
l～4：クロユキノミL全形（背側面)、2PAOと眼、3.後肢の爪、4跳躍器の茎節末部と端節
ビムシ(須摩，1984）5．全形（背側面)、6PAOと眼、7.後肢の爪、8跳躍器の茎節末部と端節
ユキノミ9．全形（背側面)、lOPAOと眼、1L後肢の爪、12跳躍器の茎節末部と端節
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9～12：ノ､§（
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ら少し黒っぽく，背面に独特の模様があり，側面に
色の薄い斑点も加わる。体毛は中小の単毛で覆われ
各節に数本の長毛があり，その長毛の片面が毛羽立
つ（図2-9)。触角は頭長のL7倍，その比は第1：II：
111：1V節＝6：12：11：15である。眼は8+8の小眼
よりなり，うちghの小眼は小さい。PAOは単純な
楕円形で，小眼より小さく，長径は小眼と同等であ
る（図2-10)。胸部は頭部の1.5倍，その比は前：中：
後胸節＝7：18：14である。後肢の主爪は太く，背
面基部には透明な外被膜をl対持ち，その縁に細か
ギザギザがある（図2-11)。内縁には1個の内歯を持
つ。副爪は主爪の2分の1の長さ，内縁''1畠広く丸み
を持ち，1本の顕著な内歯を持つ。腔附節末部の粘
毛は細く他の毛より長い。腹部は胸部の18倍で，
その比は第1：II：ⅡI：1V：V～V1節＝10：15：16：
14：14である。腹部V節とV1節は融合している。
跳躍器は触角と同等か少し長い，その比はMa：D：
Mu＝15：28：lである。跳躍器の端節は4歯で，先
端歯は小さく，2番目が大きくほぼ直立している
(図2-12)。3番目の歯は背側の稜にあり，2番目と同
じ大きさ，4番目は側面にあり，他の歯より小さい。
端節の側面に1本の毛を持つ。茎節末部腹面の毛は
短毛で端節の中間まで達する。
要約
1．今回23箇所から採集されたトビムシは，3科9
種，907個体であった。ツチトビムシ科のクロユ
キノミが521個体（574％)，次に同科のケント
ビムシが229個体（252％)，3番目も同科のババ
ユキノミが92個体（101％）であった。この3種
で全体の928％占め，この3種が雪上トビムシで
ある。
2．今回の調査から1番個体数が多いのは富山県，次
に山形県，石川県，福井県の順であった。種数は
富山県が9種，他は烏取県を除き3種であった。
3．雪上トビムシの季節的変化は，2月でピークにな
り，消雪と共に減少する。クロユキノミは平地で
は2月，山岳地では5月にピークがあった。ババ
ユキノミはl～3月までで，低温環境に適応して
いる種である。
天
4．クロユキノミは平地から山岳まで広く分布し，特
に山岳の雪渓での割合が多い。
5．クロユキノミは雪渓と残雪に落枝落葉の混ざった
ところに多い。ケントビムシとババユキノミは除
雪上に，カバイロユキムシは自然状態のところに
多い。
6．ツチトビムシ科のクロユキノミ，ケントビムシ，
ババユキノミの3種を図とその特徴を記載した。
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